
甲府市議会 会派公明党

行政視察報告

報告者 植田年美

実施日 令和元年11月19日(火)一11月21日(木)

視察先 ①11月19日(火)愛媛県松山市

「みんなで歩いて暮らせるまちづくりについて」

②11月20日(水)愛媛県四国中央市

「デマンドタクシーについて」

(㊤11月21日(木)愛媛県今治市子

「サイクルシティー構想について」

行政視察参加者氏名

・会派代表 兵道顕司

・中村明彦

・長澤達也

・植田年美

以上4名



(1)松川巾「みんなで歩いてくらせるまちづくりについて」

担当説明:松川可 部再整備郡 部串・交通計画課

主任 重松 慎哉様

松同車 都巾整備部 都串・交通計画課

主査 吉川 英生様

松=両子は明治2 2牢に愛媛県初の巾として発足。合併を繰り返して平成

1 7年には伸二可で初めての50万人都巾となり、地方中核串としての役割

を果たしている。

松「冊子の人口は、 2015隼に5 1. 5万人。今後25年間で6万人減少、 3

人に1人は高齢者となる見込みである。

このことから、次のような課題が見えてくる。

・都両部への機能強化

・多様な生活ニーズへの対応

・自然環境や地球環境の保全

・地域資源の保全・活用による地域づくり

『本格的な少子化高齢化の到来

今までと異なる街づくりを考える必要』

が見えてくる。
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まちづくりの方「fl転換として、コンパクトで質の高い都市を目指すこと

となり、次のような方「f「川三が考えられるようになった。

①生活の諸機能がコンパクトに集合した暮らしやすいまちづくり。

②安全・快適で夢いて楽しいバリアフリーのまちづくり。

③街中に誰もが住める街づくり。

④住民との協働作業による永続性のある街づくり。

このようにして、肱大堀枚する都巾から、コンパクトで質の高い都串へ

施策の展開が図られた。

事例としてロープウェイ通りのまちづくりと、少行者空間整備の事例を

説明いただいた。

ロープウェイ通りは、観光拠点「松=i城」へのエントランス。

道路整備やファサード整備と併せてトランジットモールの社会実験を行

い住民参加を促進した。

串民参加、合意形成の成果の結果、数々の夢行者空間の整備は、鳳格あ

る路面整備、歩行者道路化の承認へと進み、交通社会実験、賑わい社会

実験と進み花園通りは新しい居鍋ができて、地価は上昇し多くの賞も受

賞した。
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・感想:

少子高齢化社会の進む中で、コンパクトな街の彬戒はこれからの課題で

ある。遅い交通といわれる、少行者・自転車に評価が低い現実ではある

が、少いて暮らせる街づくりは重要である。

昔からの住民が形成してきた街を変えていく困難さが伝わったが、合意

彬戒のためには、やはり行政が現場で仕掛けたこと。デザインでこだわ

りがあって難しい局面には、車両の大字の先生方に懇談会に加わってい

ただいた等々対語の重要性などお聞きした。

災雷リスクとの兼ね合いについても、電柱の地中化を一体化してNTT・

水道局とも5か年計画で雅し進められたとのことだった。

ロープウェイ通りの成功事例が次の事業の牽引力になった点を伺うにつ

けても、あきらめずに巾民参加で地域資源をどのように生かしていくの

か大変参考になった。
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視察先の記録写真

I塞いて暮らせるまさっくり」について

拶融和同軸〃…市・賓帥軸
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(2)四国中央巾「デマンドタクシー」について

説明担当:観光交通課

巾の概要:人口87,413人。 420平方キロメートル。高齢化率30.

1%と全国平均より高い。

東西に約2 5キロメートルの海芹線が広がりその南に比較的幅の狭い巾

街地を形成している。更に南部に急峻な山脈、四国山地が続く地形が特

徴である。水に恵まれた地形から全国屈指の製紙、紙加工産業が串を支

える虚業になっている。

車内の公共交通とデマンドタクシー運行への経緯について:

路線バス4路線(広域1路線、串「帝王諸Ii3路線)。

タクシー会社は6社で、約1 00台の保有。 2グループに再編されてい

る。

巾の福祉バスは、 7路線、 1回乗車300門。

平成1 5牢から専門委員会を設置し新しい交通手段の導入についての検

計が胎まった。 18牢から公共交通プロジェクトチームを設置し、 24回

開催。その後アンケート調査を実施し、 19隼10月には地域公共交通会

議を開催し、デマンド試験運行案を了承。 20年l月には、試験運行を串

内2地域で開始した。 22年4月からは、国の補助金も使い対象地域を拡
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大し、デマンドタクシー実証運行を実施した。 23年には、午前9台、午

後7台と増車と配置も見直した。 24年には、地域公共交通確保維持改善

事業(固補助)に移行した。

デマンドタクシーの概要:

システム構築(車載機の整備を含む)

・試験運行時14,385千円

・実証運行時 21,882千円(うち県補助7,192千円)

・システム更新時12,584千円) (ⅩP更新・共有サーバー型)

登録及び利I冊大洗:

・登録者数 7,058人(H31牢3月現在)

・利用者数1旧こつき約80へ90人、年間20,323人(30年度)

運行経費:

・デマンドタクシー運行経費(30年度)

①運行費用 39,533千円

②予約センター運営 8,674千円

③システム関係 3,841千円

④通信費 390千円

(小計) 52,438千円
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⑤料金収入 6,706千円

⑥国庫補助金 5,864千円

収支差引額 39,868千円

高齢化が進む中、地方部十両こおける公共交通の問題は財政面でも大変困難な状

況にある。先進的に予約型の乗り合いタクシー、つまりデマンドタクシー事業

を実施している四国中央串の施策を半ばせていただいたことは、意義深かっ

た。特に7,000人を超える登録者のうち、毎日100人ちかい市民が病院や貰い

物、学校への交通手段として利用されている事実は、デマンドタクシーがなく

てほならないものになっていることを裏付けている。利用範囲も両国全域で、

夕方19:25の駅発に乗車して20: 10に自宅近くに到着するデマンドタ

クシーを利用するなど、過疎化にも歯止めをかけられる施策の展開も考えられ

る。

長い年月をかけて地元の業者や巾民との対話を経て合意形成を図ってきた行政

の皆さんのご努力に敬意を表するとともに、本巾において繋げる可能性をさら

に考察していく参考になった。
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(3)今治串「サイクルシティー構想について」

担当説明:今治巾 搾業都 観光課

サイクルシティー推進室サイクルシティー係

係長 中川尚雄様

洞戸囚しまなみ海道:今治串と広烏県尾道串を縮ぶ全長59.4kmのルー

ト。瀬戸内海国立公園に指定された高々を凪光明掘な景観に溶け込む9

本の様々な形状・デザインの橋で縮んでいる。最大の特徴は、自動車だ

けでなく「旧知巨や夢いてでも渡ることができる」ことであり国内外か

ら多くのサイクリスト(口幅車愛好家)が訪れ、自転車でゆったりとし

た烏旅を楽しんでいる。

サイクルシティー構想への経緯:平成19牢瀬戸内しまなみ海道振興協

議会が前身2団体を統合し新組織として設立。地域の活性化を図るとと

もに一体的に実施する観光振興串業を推進するI i的で発足。後に:、宮城29

年には、 DMO組織(一社)しまなみジャパンの設立へ。その間には、

ツーリズムEXPOジャパン2016への出展や=台姉妹「1転直交流事業、

海外プロモーション等、動画作成事業など多彩な企画を展間してきた。

叩成2 1年に、しまなみ海道10周年記念事業でイベントが開催され、

しまなみ海道をサイクリングで売り出す機運が高まり、平成23年5月

8



台湾のGIANT社(自転車・ホイール・フレームの世界最大規模の会

社)と愛媛県が連携することとなった。

こうして、愛媛県知事の健康・生きがい・友情の「自転車新文化」の推

進が示され「愛媛まるごと自転車道」の整備へと総延長1.270キロメー

トル平成2 9年度までの5年間で県と市町が連携して施策が展開されて

きた。

自転車新文化の創造

◆健康・生きがい・友情づくり

◆交流人口の拡大による地域活性化

3つの政策目標

(①しまなか毎道をサイクリストの聖地へ

(②県全体をサイクリングパラダイスへ

e)シェア・サロードの精神に基づく安全利用

第1ステージ 3つの重点施策

○国際サイクリング大会の開催

○愛媛マルゴト自転車道構想

○自転車安全利用促進条例の制定

第2ステージの推進施策

●自転車利用の普及・拡大

●おもてなし態勢(環境)の整備

●自転車県としてのブランド化

●自転車の安全利用

シェア・サロードの普及・啓発

推進体制の強化 チーム愛媛(県・市町連携)

オール愛媛(官民連携推進体制

0

の構築)

3ステージ

【更に先へ】

◆サイクリングアイ

ランド四国

◆自転車・歩行

者を主体にした

街づくり∴など



現在は第3ステージ。次は、県内の20市町が取り組み、今治でも串職

員は、サタデーズとして月に1凹土曜日にサイクリングを行い、県議会

や両議会もサイクリングを楽しみながら推進している。伊予銀行も広報

川のドローン映像を撮影するなど「サイクリングパラダイス愛媛」の実

現に向けて民間固体や企業、個人、行政が一体となって進んでいる。

感想:説明を担当してくださった中田係長のお話がとても興味深く、引

き込まれるようにうかがった。県境を越えてサービスを統一する発想は

瀬戸囲毎の景色を大きな霊として活かしていこうという素晴らしい加点

だと感じた。

海外からのリピーターや、スポーツサイクルの経験のない方にも等しく

楽しんでもらおうという目線の低さが随所に感じられた。

. ‾‾「‾‾ -‾‾
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コンビニエンスストアを活用したサイクルオアシスの整備という考え方

も今治市が県に提案して7 0店舗以上で設置できていることなど、次々

に展開する戦略と来訪者へのおもてなしの精神が脈打つ風土だけではな

い行政の職員の情熱にも感動した視察だった。

聾韓国壁画童話菓酸

巨劃
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サイクリストの聖地瀬戸内しまなみ海道

備中鋸闇雲丁聾§駐NC苧u槌R寸執‾書…看。漢Id冊1 」dPan

瀬戸内しまなみ海道(西瀬戸自動車道)は、愛媛県今治市と広島県尾道市を結ぶ全長与9,4km

のルート(サイケノングロードは的70km ※今治市サイケノングターミナル「サンライズ糸山」̃尾道港(駅前港湾駐車場)まで)

瀬戸内海国立公園に指定された瀬戸内海は学かぶ芸予諸島の島々を、風光明媚な景観は奮け込む

9本の様々な形状・デザインの橋で結んでいる。

最大の特徴は、自動車だけでなく、 「自転車や歩いてでも渡ることができる」ことであり、近年では、国内

外から多くのサイケ」スト(自転車愛好家)が訪れ、自転車でゆったりとした島時間・島旅を楽しんでいる。


